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Chemical analyses of land leech were performed and clarified the following results.  
Ingredient contents per 100 g of leech powder were 81.7 g of protein, 7.57 g of fat, 9.96 g of 
carbohydrate, and 0.77 g of mineral.  The details of mineral were 102 mg of sodium, 292 mg 
of potassium, 19.1 mg of magnesium, 316 mg of calcium, 0.71 mg of manganese, 19.2 mg of 
iron, 1.20 mg of copper, and 15.3 mg of zinc.  Gross calorimetric value 435 Kcal per 100 g of 
leech powder was calculated from ingredient contents by Atwater factors of energy conversion.  
As a primitive toxicity test, rearing the killifish using leech powder as prey over two weeks, 
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ヒル粉 (200 mg) を磁器製るつぼに入れ、ブンゼン
バーナーを用いて加熱、灰化させた（図４）。6M-
硝酸水溶液 (10 ml) で得られた灰分から金属成分













たヒル粉 (200 mg) を磁器製るつぼに入れ、ブンゼ
ンバーナーを用いて加熱、灰化させた。6M-硝酸水
溶液 (10 ml) で得られた灰分から金属成分を複数
回抽出し、6M-水酸化ナトリウム水溶液で中和した
後に濃縮し、全量が 10 ml になるように調整した。
EBT 指示薬 (Eriochrome Black T) を加え、1/100M- 
EDTA-2Na (f = 1.0500) 水溶液を用いて滴定した。空
試験の結果を滴定値より差し引き、複数回行って平
均値よりカルシウムとマグネシウムとを併せた含
有量を求めた。指示薬を NN 指示薬 (2-hydroxy-1-(2- 
hydroxy-4-sulfo-1-naphthylazo)-3-naphthoic acid) に代
















減圧乾燥したヒル粉 (100.2 mg) を円筒濾紙に入
れ、ソックスレー連続抽出装置を用いてジエチルエ
ーテル (100 ml) により１１時間抽出した。得られ
たジエチルエーテル溶液から溶媒を留去し、残渣 

































































Zn 0.0332 0.1238 0.497 15.3 
Fe 0.00373 0.02757 0.626 19.2 
Cu 0.00044 0.00181 0.0392 1.20 
K 0.0321 0.9012 9.530 292 
Mn 0.0001 0.0023 0.001 0.71 
Na 0.1370 1.0722 0.212 102 
 
次にキレート滴定の結果を表２に示す。これらの
結果からヒル粉 100 g 中のマグネシウム、カルシウ
ムの含有量を計算し、それぞれ 19.1 mg、316 mg で
あることが分かった。 
 
表２：ヒル粉 200 mg の抽出液のキレート滴定の結果 
EBT 指示薬を用いた際の滴定値 
空試験 EDTA-2Na 水溶液滴下量 0.20 ml 





空試験 EDTA-2Na 水溶液滴下量 0.05 ml 
















表３：100 g 中の亜鉛、鉄の含有量比較 
亜鉛の含有量 [mg] 鉄の含有量 [mg] 
ヒル粉 15.3 ヒル粉 19.2 
生牡蠣 13.2 豚肉（レバー） 13.0 
豚肉（レバー） 6.90 大豆（乾） 9.40 
ごま 5.90 エンドウ豆 5.60 
牛挽肉 4.30 アサリ 3.80 
たらばがに 4.20 納豆 3.30 
 
表４：100 g 中のマンガン、銅の含有量比較 
マンガンの含有量 [mg] 銅の含有量 [mg] 
生姜 5.01 牛肉（レバー） 5.30 
紫蘇 2.01 ほたるいか 4.32 
蓮根 0.80 桜海老 2.05 
とんぶり 0.78 ヒル粉 1.20 
パイナップル 0.76 納豆 0.61 
ヒル粉 0.71 ずわいがに 0.56 
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 表５：100 g 中のナトリウム、カリウムの含有量比較 
ナトリウムの含有量 [mg] カリウムの含有量 [mg] 
梅干し 8700 パセリ 1000 
醤油（薄口） 6300 アボガド 720 
鯵（干物） 770 ヒル粉 292 
カワハギ 110 蛸 290 
ヒル粉 102 椎茸 280 
グリンピース 88 春菊 270 
 
表６：100 g 中のカルシウム、マグネシウムの含有量比較 
カルシウムの含有量 [mg] マグネシウムの含有量 [mg]
干し海老 7100 あおさ（乾） 3200 
煮干し 2200 ひじき（乾） 620 
シシャモ 350 ごま 360 
ヒル粉 316 納豆 100 
卵（卵黄） 150 ヒル粉 19.1 











た。この結果よりヒル粉 100 g 中の窒素量は 13.1 g
となるので、窒素係数 6.25 を乗じて 100 g 中のタン





ることが分かり、これからヒル粉 100 g 当たりの脂
質量は 7.57 g であることが求められた。 
 
４－４ 無機物の量の算出 
表１に示す各ミネラル成分の 100 g あたりの含有
量とキレート滴定によって求めたカルシウム、マグ




これまでに求めた 100 g あたりのタンパク質、脂












かひれ (83.9 g) とほぼ同等であり、高タンパク質食
品として知られているたたみいわし (75.1 g)、煮干






















































2) A. M. Abdelgabar and B. K. Bhowmick, Int. J. Clin. 
Pract. 57(2), 103–5, (2003). 
3) E. Ernst, Pain 137(2), 235–6 (2008). 
4) P. J. M. Folkers, G. M. Clore et al. Biochemistry 
28(6), 2601–2617 (1989).  
5) H. Haruyama and K. Wuthrich, Biochemistry 
28(10), 4301–4312 (1989).  








http://www.env.go.jp/chemi/risk_assessment. html  
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